幼稚園草創期から昭和初期における保育者養成に関する検討―柳城保姆養成所の教育内容とその周辺― by 青山 佳代




















 他方、1880（明治 13）年には、全国 5 番目の幼稚園として、キリスト教系の桜井女学
校附属幼稚園が創設された。1884（明治 17）年には、桜井女学校幼稚保育科が創設され










                                                   













 わが国最初の保育者養成機関は、1878（明治 11）年 6 月に設置された東京女子師範学






した。その結果給費生として 5 名が、加えて自費生として 6 名が合格し、同校保姆養成科































































































体操  一 体操  一 















































設立年 名称（所在地） 養成年限 
1884 年 桜井女学校幼稚保育科（東京） 1 年 
1889 年 頌栄保姆伝習所（神戸） 2 年 
1895 年 広島女学校保姆師範科（広島） 
（のちランバス女学院保育専修部（大阪）） 
2〜3 年 
1898 年 柳城保姆伝習所（名古屋） 2〜3 年 
1902 年 東京保姆伝習所（東京） 2 年 
1905 年 活水女学校幼稚園師範科（長崎） 
（のちランバス女学院保育専修部） 
2 年 
1906 年 梅花幼稚園保姆伝習所（上田） 
（のち東洋詠歌女学校幼稚園師範科） 
2 年 
1913 年 青葉女学院保姆科（仙台） 2 年 
1916 年 玉成保姆養成所（東京） 1 年 
1919 年 東洋英和女学校幼稚園師範科（東京） 2 年 
1921 年 平安女学院高等科保姆部（京都） 2 年 
1923 年 大宮愛仕母学会（大宮） 3 年 










1889（明治 22）年に A.L.ハウ（Annie Lyon Howe, 1852-1943）が設立した頌栄保姆伝









文」の 8 科目であった。それぞれの要旨は以下の通りである。 
 
一．修身 人倫ノ大道ヲ講述シ之ヲ躬行セシムルヲ期ス 
 教育学 教育ノ原理応用ノ大要幼稚園ノ原則及編制幼児管理等ノ要件ヲ授ク 
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タリオ州では幼稚園が承認された。オンタリオ州では、1900 年までに 166 の幼稚園が設

















1919（大正 8）年に再び学則を改正し、修業年限は 2 年間となった。ヤングは 1922（大
正 11）年に母国カナダへ帰国し、次期校長の N. ボーマンへ事業を継承した。1924（大正


















ともなかった。大正 15 年における養成機関は、14 校に過ぎなかったが、昭和に入ってか














  一 小学校ノ本科正教員ノ免許状ヲ有スル者 
  二 高等女学校ヲ卒業シタル者又ハ専門学校入学者検定規定ニ依リ試験検定ニ合格シタル若
者ハ一般ノ専門学校入学ニ関シ無試験検定ヲ受クル資格ヲ有スル者ニシテ合格又ハ卒業
後一年以上幼稚園ニ於テ幼児ノ保育ニ従事シタル者 
  三 専門学校入学資格ヲ以テ入学資格トスル学校ニ於テ一年以上幼児ノ保育ニ適スル教育ヲ
受ケテ卒業シタル者（下線筆者） 
  四 従前ノ規定ニ依リ保姆免許状ヲ取得シタル者ニシテ三年以上幼稚園ニ於テ幼児ノ保育ニ
従事シタル者  
  五 其ノ他地方長官ニ於テ特ニ適当ト認メタル者 
図 2：1926（大正 15）年の「幼稚園令施行規則」第十条 
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キリスト教倫理  ○ １ 
教育学 ○  １ 
心理学 ○  １ 
保育学※ ○ 
（週 2 日実習） 
 １、２年（週１：理論） 
２年生は午前毎日実習 
理科 ○  １ 
国語 ○  １ 
体操  ○ １ 
音楽 ○  個人レッスン後、 
指導検定 




図画  ○ ２ 
聖書  ○ １ 
聖話 ○  １ 































6：00  起床 炊事当番は 30 分ぐらい早く起きて朝食準備を行う。 
6：30  朝食  
7：20  朝の礼拝 通学生もこの時間までに登校する。付属幼稚園の教員も含めて全員 
が礼拝室で礼拝を行う。２年生がオルガンを弾く。30 分間ほど礼拝を行う。 
 
8：00 ごろ 各実習園へ行く。礼拝が終わると２年生は付属幼稚園へ実習に行く。 
（１年生は週 2 日実習、週３日は学校で授業を受ける） 
      ＊２年生の実習は 2 人組になって幼稚園教員の指導のもとでクラスに入り 
保育を行う。 
 
午後 実習園から急いで学校へ戻る。午後の講義は 17：00 まで。 
 






図３：ボーマン校長時代の学生生活（野中芳子(1982) 11〜12 頁より筆者作成） 
 
６．ボーマンによる保育者養成 
6.1. JKU 年次報告書にある「柳城」 
上述の野中が柳城の学生であった同時期に、ボーマンが JKU に柳城の保育者養成につい
ての手記を残している25。以下にそれらを示し、検討してみたい。 
 JKU（Japan Kindergarten Union）は、現在のキリスト教保育連盟の前身であり、1906
（明治 39）年に日本に初めて組織されたキリスト教保育の連絡・研究機関である。初代会
長はハウである。ボーマンは 1929（昭和 4）〜1930（昭和 5）年にかけて同連盟の会長の
任についた。 
1930（昭和 5）年にボーマンは、RYUJO KINDERGARTEN TRAINING SCHOOL, 





- History of School (学校の歴史) 
- Dormitory Life (寮生活) 
- Relation of Teachers and Students (教師と学生との関係) 
 - Curriculum (カリキュラム) 
 - Physical Exercises and Health Training (体の運動と健康) 
 - Religious Training (宗教的な訓練) 
 - Evangelistic Work (宣教の働き) 
 - Practice Work (実習活動) 
 - Demonstration Schools(付属幼稚園) 
 - Contact with Homes(学生の家庭との連携) 
 - Ryujo Camp(柳城キャンプ) 
 上述の小見出しの内容を要約しながら検討していくこととする。 
 Dormitory Life(寮生活)については、校長自ら寮監(Head of the Hostel)を務めているこ
とが記されている。1 年生と 2 年生が部屋を共有していた。 
 Curriculum(カリキュラム)については、以下のように列挙されている。Kindergarten 
Principles and Practice(保育原理)、Practice(実習)、Program and Program Making(年間
計画とその作成 )、Mother Play(マザープレイ、母の遊戯 )、Froebelian Gifts and 
Occupations, adapted to Japanese Child-life(フレーベルの恩物と手技、それらの日本の
子どもに対する適応)、Child Study in Theory and Practical examples, showing methods 
of application( 保育学：理論と実践 )、Child Psychology( 幼児心理学 )、 General 
Psychology(一般心理学)、Education and Educational Reformers(教育学と教育改革者た
ち)、Japanese Language and Literature(日本語と日本文学)、Kindergarten Songs and 
Games(幼稚園の歌と遊び)、Old and New Testament and Prayer Book(聖書と祈祷書)、
Christian Ethics(キリスト教倫理)、 Theory and Practice in Storytelling (Bible and 







Physical Exercises and Health Training (体の運動と健康)については、週に 1 回は幼稚
園の教師たちと柳城生が一緒に幼稚園で使われる遊び(games)を学び実施するに一緒にや
ることが描かれている。さらに、2 年生は、後期に毎週、医師から体育の時間に School and 
Social Hygeine (学校と公衆衛生)、Methods of caring for Children(子どもの介護法)、First 

























   4 つの園は、保育方針は同一ではあるが、保育展開は多様である。それぞれの幼稚園には多様な
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A Historical Study of the Kindergarten Teacher Training Schools  
in the Early Showa Era: 
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